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資料８ 日本国籍喪失・剥奪に関連する学説、 

    関連訴訟の判例評釈等 

 
 上告人兼申立人代理人が確認できた文献を、発表日順に整理した。日本国籍とアイデンテ
ィティに関する文献は資料３に別途記載した。下線は上告人兼申立人代理人による。 
 
（以下略） 
――――― 
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